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【通 信】

 
● 年度総会

● 年度研究会

● 年度新入会員

 
● 年度総会

 
日時：2024 年 6 月 22 日（土）15:30～16:30 
会場：北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター4 階大会議室（403 号教室） 
 
1. 議議題題 
 
（（1））2023 年年度度事事業業報報告告及及びび決決算算報報告告 
 
2023 年度事業報告 

① 研究会・総会の開催（詳細は会誌 20 号【通 信】欄参照） 
・第 1 回研究会・総会・学会賞授与式 

2023 年 6 月 11 日（日）13:00～17:00 
会場：北海道科学大学 
研究発表：6 件 
総会：2022 年度事業報告・決算報告 2023 年度事業計画・予算案など 
学会賞受賞者発表・表彰式：奨励賞 呉 松旆 

・第 2 回研究会 
2023 年 10 月 7 日（土）13:00～17:30 
会場：名寄市立大学 
特別講演「名寄・ナイブチ給与地について」 

 講師：鈴木 邦輝さん（名寄市史編さん室） 
研究発表：5 件 

・北海道民族学会・日本文化人類学会北海道地区研究懇談会 
第5回卒論・修論・博論合同発表会（共催） 
2024年2月18日（日）13:00～15:40 
オンライン開催 研究発表：4件 

②『北海道民族学』第 20 号の刊行（2024 年 3 月刊行、150 ページ） 
論文 2、研究ノート 5、書評・紹介 2 

③新規入会：13 名 
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2023 年度決算報告（期首：2023 年 5 月 1 日 期末：2024 年 4 月 30 日）

収支報告（単位：円）

2024 年度への繰越金 A-B＝1,866,991 円

上記決算事案には本会の出納状況が正確に反映していることを認めます。

2024 年 6 月 17 日 監事 野口 明広

以上、監査の結果、適正に執行されていることを確認しました。

2024 年 6 月 19 日 監事 小田 博志
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（（2））2024 年年度度事事業業計計画画おおよよびび予予算算案案 
 
2024 年度事業計画 

①総会の開催（第 1 回研究会と同時開催） 
②研究会の開催（3 回：6 月、10 月） 

第 1 回研究会・総会：北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター 
第 2 回研究会：11 月 9・10 日に白老町で開催予定 
北海道民族学会・日本文化人類学会北海道地区研究懇談会 
第6回卒論・修論・博論合同発表会（共催） 

③『北海道民族学』第 21 号の刊行（9 月末日エントリー締切、11 月 15 日原稿提出締切） 
④津曲敏郎記念 調査旅費補助金の運用 
 
2024 年度予算（単位：円） 

収入の部 前年度実績 予算 備考

前年度繰越金

会費収入

当該年度会費 3,000円×80人（現会員数116-2022年度会費先払分36）

過年度未収金 3,000円×15件（現会員の2022会費未払分）

先払い分 3,000円×30件

小計

会誌販売収入

雑収入

合計

支出の部 前年度実績 予算 備考

会誌印刷費 印刷費、査読者謝礼

通信費 会誌送料を含む

文具・消耗品費

アルバイト謝金 会誌発送・編集、研究会受付等

講師謝金 共催イベント等

役員旅費補助費 運営委員会活性化

発表者旅費補助費 5,000円×3名

ホームページ管理費 サーバー使用料（3,300円）、謝礼（20,000円）

会場運営費 研究会会場費、合同発表会経費等

雑費 振込手数料、コピー代、茶菓代等

予備費 学会賞、広告費等

次年度繰越

合計
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（（3））総総会会議議事事 
．2023 年度決算及び事業報告、並びに 2024 年度事業計画および予算案について、事

務局から報告があり、原案通りに了承された。 
2．2023 年度学会賞について、奨励賞をシン・ウォンジ会員に授与することが報告され

た。受賞を受けてシン会員から、自身の研究分野についての紹介や今後の抱負など

が語られた。 
3．本年度第 2 回研究会を、11 月 9～10 日に白老創造空間「蔵」にて開催することが提

案された。 
4．津曲基金を旅費補助の授与金として使うことで承認された。今後、運営規約の策

定、募集開始時期の決定などについて議論を行うこととなった。 
 
 
● 年度研究会

 
第第 1 回回研研究究会会ププロロググララムム 
主催：北海道民族学会、北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター 
日時：2024 年 6 月 22 日（土） 13:00～16:30 
会場：北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター 4 階 403 大会議室 
 
【研究発表】（発表要旨は本号 89-102 頁に掲載） 
1）野口 泰弥（国立民族学博物館／助教） 

「アラスカ先住民ヒップホップにみる「抵抗」と「ケア」 
：先住民ラッパーAK Rebel の活動を事例に」 

2）グルコフスキー アレクサンダー（北海道大学大学院文学院／博士後期課程） 
「古代「エミシ」の社会構造」 

3）梅木 佳代（北海道大学大学院文学研究院 博物館学研究室／専門研究員） 
「キツネか？イヌか？オオカミか？：アイヌ絵に描かれたイヌ科動物の検討」 

4）野口 明広 
「文化とヒューマニズム 

：構造とエージェンシーの統合を視野に入れた研究に向けて」 

【 年度総会】（議事等は本号 107-110 頁に掲載）

 
【総会・学会賞表彰式】 

2023 年度北海道民族学会・奨励賞  
受賞者：シン ウォンジ（国立アイヌ民族博物館） 

（ ）内は受賞時の所属等 

  



通 信 

111 

第第 2 回回研研究究会会ププロロググララムム 
主催：北海道民族学会 
日時：2024 年 11 月 9 日（土）16:00～16:30 （エクスカーション：国立アイヌ民族博物館） 

11月10 日（日）  9:30～13:00 （研究会） 
会場：しらおい創造空間「蔵」 
 
【特別講演】（発表要旨は本号 0-0 頁に掲載） 
「白老地域に伝わるルウンペの伝承とその変遷について」  

講師：八幡 巴絵さん（国立アイヌ民族博物館） 
 
【研究発表】（発表要旨は本号 0-0 頁に掲載） 
1）シン ウォンジ（国立アイヌ民族博物館） 

「近世史料にみる北海道の低緯度オーロラ」 
2）大江 克己、竹内 隼人、八幡 巴絵（国立アイヌ民族博物館） 

「アイヌ民族資料の形状比較・形状差観察へのX 線CT の応用」 
3）一色 紗矢香（小樽市総合博物館／学芸員） 

「現代の手作り漬物に見る食のコミュニケーション―自己表現と生きがい化を中心に―」 
4）岡田 勇樹（北海道大学大学院文学院／博士後期課程） 

「〈育て合う〉多文化教育―札幌大学ウレㇱパクラブのエスノグラフィー」 
5）坂本 渚月（北海学園大学人文学部日本文化学科） 

「コロナ禍前後の「川下八幡神社例大祭」の比較」 
6）北原 モコットゥナㇱ（北海道大学アイヌ・先住民研究センター） 

「樺太アイヌの英雄詞曲ハウキのテキスト―資料概要と特徴について」 
 
 
● 2024 年度新入会員（50 音順／2025 年 3 月現在） 
 
市川 暢子 
一色 紗矢香 
グルコフスキー アレクサンダー 
坂本 渚月 
ジャムヤン 
スルナ 
西 希 
野口 泰弥 
三栖 大明 
宮川 琢 
 


